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　本年に入り町内では、火災が６件発生し、１名の方が亡くなられています。
（５月５日現在）
　その中でも、４月20日からの火災予防運動期間中に３件の火災が連続し
て発生しており、これらの火災は火の取り扱い方を守れば、未然に防ぐこと
ができたものと考えられます。

　これから行楽シーズンを迎え、屋外でカセットこんろなどの火気を使用する機会も増えると思いますが、使い
方を間違うと火災が発生するおそれがあります。
　大切な命を守るために、火の取り扱いには十分注意してください。

問合せ／別海消防署予防課　TEL75-2200

消防署から

火災が多発
しています

平成30年度 別海町職員採用試験のご案内
１ 採用職種、採用予定人数、勤務先、受験資格

２　試 験 方 法　面接試験
３　試験期日、会場　決定次第、応募者の方に連絡します。
４　応募方法、受付締切　 指定履歴書（写真貼付）および資格証明書の写し（嘱託

看護補助員は指定履歴書のみ）を提出してください。
　　　　　　　　　　　　※採用予定人数に達した時点で終了します。
５　採用予定日　試験日の翌月の初日
６　受 付 場 所　人事厚生担当　TEL75-2111(内線2114)
　　　　　　　　〒086-0205　 別海町別海常盤町280番地
　詳細は、別海町ホームページ（職員採用情報）をご覧ください。

問合せ／人事厚生担当（内線2114）

職　　種 採用予定
人数

勤 務 先
受 験 資 格

1 【正 職 員】
臨床工学技士 １名

町立別海病院
臨床工学技士の資格を有する方で、病院の手術場などにおいて、3年以上の器
械出しおよび病院機器の保守点検等の経験を有する方

2 【嘱託職員】
看護補助員 若干名

町立別海病院
夜間勤務が可能で、昭和38年４月２日以降に生まれた方

総務課から

１　高齢者事故防止
２　飲酒運転根絶
３　自転車安全利用
４　居眠り運転防止
５　デイ・ライト（昼間点灯）運動の実施
６　スピードダウン
７　シートベルト全席着用

　６月８日㈮から17日㈰までの10日間、春の行楽
期の交通安全運動が実施されます。
　交通ルールとマナーを守り、安心安全なまちを目
指しましょう。

問合せ／防災・交通担当（内線2116・2117）

重点項目
春の行楽期の
交通安全運動

防災交通課から
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防災交通課から

防災対策

大地震に備えましょう
　いつ起きてもおかしくない災害について認識
を深め、それに対処する準備が大切です。
　地震対策について下記のとおりまとめました
ので、減災への参考にしてください。

　阪神・淡路大震災や新潟中越地震、東日本大震災、熊本地震などでは、多くの方が倒れてきた家具の下敷きに
なって亡くなったり、大けがを負うなどしています。
　地震では「家具は倒れてくるもの」と考えて防災対策をしましょう。
　・寝室や子ども部屋では、ベッドの近くや室内にできるだけ家具は置かないようにする。
　　家具を置く際には、倒れたときに下敷きにならない向き、入り口を塞がない場所にする。
　・ テレビや食器棚、冷蔵庫などの大きい家具が倒れないようにＬ字金具やワイヤー、突っ

張り棒などで固定する。
　・ 枕元など手の届くところに、懐中電灯やスリッパ、ホイッスルなどを準備しておく。
　その他にも、常に整理整頓をしておくことや、家の中の戸を完全に閉め切らないでおくことも防災につながり
ます。物が散乱していると、けがの元になるだけでなく、こんろやストーブから火が燃え移る危険が増します。
不要な物は捨てるなど整理整頓し、火の周りには物を置かないようにしましょう。
　また、戸をできるだけ閉め切らず開けておくことにより、落ちてきたものや倒れてきたもの、地震による家の
傾きなどで戸が開かなくなることを防ぐことができますので、できるだけ、開けておける場所は開けておくなど
しましょう。

　地震はいつどこで発生するか分かりません。緊急地震速報などで事前に強い揺れが来ることを知ることはでき
ますが、速報が出てから強い揺れが来るまでわずかな時間しかありません。
　慌てず身の安全を確保しましょう。
　・ 座布団や枕で頭を保護し、大きな家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。
　・ 商業施設などでは係員の指示に従い、頭を守り、陳列棚や吊り下がっている照明から

離れる。
　・ エレベーターでは、最寄りの階にすぐに下りる。
　・ 自動車運転中は、急にスピードを落とさず、ハザードランプを点灯させ、周囲に注意を促す。また、状況を

見て左側に止まり、揺れが収まるまで車内で待つ。
　・ 街や外にいるときは、看板、ガラス、電柱、自動販売機などの、落下したり倒れたりする物の近くから離れる。

　地震が発生したときには、水道、ガ
ス、電気などの供給が止まってしまう
可能性があります。普段から飲料水や
食べ物などの備蓄品を準備しておきま
しょう。
　また、被災したときには避難所へ避
難しなくてはならないこともあります。
いざという時にすぐに持ち出せる準備
をしておくことも大切です。

　他にも、家族で話し合い避難方法や避難場所、連絡方法など離れ離れの場合でも
どのようなことに注意すれば良いかを話し合うことも大切です。
　以上のことに気を付け、いつ起こるか分からない災害に備えましょう。

問合せ／防災・交通担当（内線2116・2117）

▪飲料水　▪食料品（米、パン、缶詰、ビスケット、粉ミルクなど）
▪懐中電灯　▪電池　▪カイロ　▪ガスこんろ　▪ストーブ
▪灯油　▪毛布　▪ティッシュ　▪トイレットペーパー
▪ろうそく　▪マスク　▪携帯電話を常に使える状態にしておく
▪免許証　▪保険証　▪印鑑　▪救急道具　
▪ 10円玉を多く用意しておく（公衆電話は災害時に優先的につな

がるようになっています）など

地震が発生した時には「家具は必ず倒れるもの」

地震が発生した時の、身の守り方を知っておく

ライフラインの停止や避難に備える

備蓄品および持ち出し品一覧
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納付が困難な場合は必ずご相談ください

税務課から
平成30年度

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
町 道 民 税 １期 ２期 ３期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期
軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

　12月を除く月は１日から末日ま
で、12月は１日から25日までに納
付いただくようお願いします。
　なお、末日が金融機関の休業日の
場合は翌営業日が納期となります。

　町税の納付には、便利で確実な口座振替の利用をおすすめします。
口座振替は指定された預貯金口座から納期ごとに自動で払い込まれ
るため納め忘れがなく、納期のたびに金融機関へ出向く手間がかか
らないため、仕事の忙しい方や不在の多い方などに便利です。
　手続きの際は通帳印を持参の上、右記町税取扱金融機関等の窓口
にてご依頼ください。

　６月から、平成30年度分町税の納付が始まります。
年間の納期については、下記一覧表のとおりとなって
いますので、納期内納付にご協力ください。

問合せ／課税担当（内線1111～1114）
　　　　収納対策担当（内線1115・1116）

⃝大地みらい信用金庫本店および各支店
⃝別海町内各農・漁業協同組合
⃝中標津町農業協同組合
⃝計根別農業協同組合
⃝標津町農業協同組合
⃝北洋銀行中標津支店　
⃝釧路信用組合中標津支店
⃝北海道労働金庫中標津支店
⃝北海道銀行中標津支店
⃝全国のゆうちょ銀行および郵便局

町税取扱金融機関

町税の納付について

別海町ふるさと応援制度
（ふるさと納税）寄付の状況
■平成29年度の寄付状況

事　　業　　区　　分 基　金　名 寄付金額
①協働のまちづくりに関する事業

ふるさと応援基金

2,240,000円
②高齢者・障がい者の支援に関する事業 2,465,000円
③新エネルギー・省エネルギーの整備に関する事業 1,160,000円
④自然環境・地域景観の保全及び野生鳥獣の保護に関する事業 3,920,000円
⑤清らかな川づくりに関する事業 清流保全基金 1,915,000円
⑥酪農・水産・商工観光等の振興発展に関する事業 ︵ふるさと納税事業経費へ充当︶ 6,115,000円
⑦スポーツの振興発展に関する事業 スポーツ振興基金 525,000円
⑧生涯学習の推進、芸術文化の振興発展に関する事業 生涯学習振興基金 945,000円
使途の指定がなかったもの ︵ふるさと納税事業経費へ充当︶ 13,060,000円

合　　　　　　計 　 32,345,000円

■平成29年度の基金活用状況　昨年度は、以下のとおり基金を活用させていただきました。
基　金　名 事　　　業　　　名 繰入金額
清流保全基金 清流保全補助金交付事業 128,480円

スポーツ振興基金 スポーツ振興補助事業 4,596,868円
スポーツ団体等派遣費補助事業 8,360,132円

生涯学習振興基金 友好都市少年少女ふれあいの翼交流事業 2,400,000円
　※ふるさと納税以外の原資も含んだ額です。
　別海町ふるさと応援制度（ふるさと納税）は「別海町を応援したい」という方なら個人、団体、町内外問わず
どなたでも寄付していただけます。詳細については、町ホームページをご覧いただくか、下記担当までお問い合
わせください。 問合せ／企画振興担当（内線2213・2214）

　本町では、個性豊かな活力あるふるさとづくりのため、この
まちを愛し、応援してくださる方からの寄付を募集しています。
　昨年度は、延べ1,277名、４団体から総額32,345,000円の
寄付をいただきました。この寄付金は基金として管理するほか、
ふるさと納税事業の推進経費としており、事業の実施など十分
な検討を行った上で活用していきます。

平成29年度

たくさんの応援をありがとうございました

総合政策課から




